
苦楽科はおける学校、章表時益事とぞうの青島E

1 音楽科lこおLする研究課越設置の軍国

学習指導安令互に持りる音楽科の学習内容はラ表現領域（

分野）と鑑賞頑j式そして両領域の一体的学留を促す

たJ 討楽を形づくっている詰要素や構成佐知覚L，それら，T)働き

るこ左な通してヲ豊かな情操を養う心とを目標とじてい3。ここでいう、「知貫主J長
を構成する「事実在しての説象を聴き取Qj ことであり，個人1'1ZJえj感想へコ感覚に

い。一方で i感塁手」とは， その楽油を生み出した作曲者の定、凶や思いを、想像,t,,1$と

身がイメージを膨らませて「感じ取る」挙昔活動を指している。つ主り 集団主Lて
としての美的根拠と子ど、も一人一人によつて塑‘なるj事；建のイj面J)JJ差とを1*1連村ヘt一i

で巴1'旨す能力を培う乙とがゴぞめら：；もているのであξJ。このよう主年習観に沿って，

学校・附属中学校苦楽科ちはヲ表現領域から特に「音楽づくり／ノ；fiUf刊 の うJ野を午1[¥

進め，鑑賞領域との一体的~~き習を悔す授業実践を；主ねて言た。ぞ0）理由は，主に以 Fゎ2

にイセってし1る。ひどつはJ 今期の附属学松園研究主題マ？ある「学び続ける：：fども心育成J

である。苦楽科ヤはそむ手立てを4項目にまとめているが（丈賢岳小村聡教諭）ヲこのなかの主う

として示された「一人一人が思汁や表現ξ表出する場閣を積極的に設定するJために，「，副作／音

くり」の学習分野の掘り下げが効果的だと半1］断したためである。 竺点屈は， ~見代f：な教干す辞題
の改善に資する昨u青学校としてのミッシ守ン庵行の観点ιよるものである。国立教育政策研究所が

行、った平或20年度「音楽等質問紙調査」の報告カらもうかがえるようにヲ「音楽づくり／創作j への

古手意識伝子どもにも教員側にも根強い。ではどうすれば苦手意識を払抵できεのか。集中bな課

題改善へ0取組みが，附属学校には求められてレるからであZ。
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ま

め，くり／創イノ下J
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2.圃曙薬研究におけるばJI.ごと
6月の附属借校国公開研究会およびl］月ω附属小学校・授業を語る会における 2例¢附属／〉学院

音楽科授業実践は，いずれもリスム創作を学習の中心に据え主「音楽づくり j の授業公開であっ

た。前者は神門洋子教諭による 2年生の授業でソ夏実りを星雲りとげξうための「かけ声Jづくりを，

ソズム創作として位置付円た画期的な試みである。「かけ声」は，通常「音楽一！として認知されな

いが，「盛り上げちためのかけ芦」と］； Iう目的を定めることによってヲ。こり長1べものへという正夫

を子どもに促すーとが刊きる。特に「が：符を入れて会ては？」という教師の言菜がけが，「音を苦

楽にしていぐ」音楽科学首，•，.と子どもを導いた。後者七、能海匡美教語uーによる 1 平生むi要業でラ子ど

もたちの発案忙よる十り γナJl.ノ楽曲 1-1;＇•ちねんにく旦｜のうたど素材としたI りλ、ム創作の実践で

あった。なじみ漂いクラスの執を素材とすることでハ主将に 1}：：－＜ムの組み合わせを試行錯誤させる戸

けの完rx:志向型学習に陥るこ Jな＜.「こうしたいlという子どものイメージJをのものの喚起を豊

かに促した。 ム方ラ附属中学校の椎木下鶴教諭はう映像から感L・tと思いを表現すそ旋律創作心授業

実践を；試みたu 同じ柿律創作マもン歌詞を素材に寸ると，どうしでも歌詞の耕j携に栴った音高ザ 1)

ズムに拘泥きれるこ ζになりラ生徒E身のイメージは反映させに〈い。動画を用い3三とでイメー

を自由にf1f＇！起させ匂どのような要素マ構成ど用いてモれを京理したちょ！； iか， fア学習守丁半な

惜別作導によって理v•it.. 之らに，詔請や再ニi：の国難牲に十jーする解均気と Lて，す巣作成ヅフト

用いそこ点が三ls:ii!fヲ干の白［i＇で方〉（た よれらわき実：崎刊誌開ぞチゥたF民 主F本的I乙自 I'3な；実J,r;g，持！？？

る到作活動ιo，何をど〉まで限定す.己かとけ干J話動心；長点化ナある。（土財）しまねユ；化振興ttJ

問と i乃jふ髄によって1:/t!,§;;; J，時中えが招院した声楽家の松平*1f(1；圧による音楽イ、くりは τ古ど限芝

いことで， -f どもの駕ふべき発想の塁沿さを引き出してなせた仔仰であコた。三のよ~· 1／号鋭的

な試み？とも柔軟に学ひヲ新えは可能性を［是宗していく乙どが，これから守主主要だと考えてーI,bるc

、共同研究者：島根大学教育学部芸術表現敦育講座（音楽教育事作曲），河添
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